障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱　

演習のねらい　
１．同じ事例を用いて演習を行い、管理者、従事者それぞれの立場での違いを知り、その中で気づきを得て、今後の事業所内における虐待防止、虐待対応の在り方を学ぶ。
２．演習事例を通じて、管理者、サービス管理責任者それぞれの立場で、虐待発生に至る「課題」や「虐待の恐れにつながる案件」についてグループで検討し、抽出する。
３．抽出した「課題」や「虐待の恐れにつながる案件」を、管理者、サービス管理責任者それぞれの立場で、具体的対応について検討する。

４．事例のような「課題」や「虐待の恐れにつながる案件」を、今後起こさないようにするための取り組みを検討する。

演習構成（計１５０分）
	演習構成
	時間

配分
	演習内容
	演習実施上のポイントや注意点など
	使用するもの

(配布のタイミング)

	オリエンテーション・事例の紹介
	15分
	演習の進め方の説明・事例

の説明
	事前に読んでおく
	

	事例での課題抽出と虐待対応の検討
	30分
	事例における課題や虐待の恐れにつながる案件の抽出とその対応の検討
	個人ワーク（10分）とグループ
ワーク（20分）
	・ワークシート（ワーク１）、２））
（Ａ３に拡大したもの×グループ数）

・サインペン

・新聞紙

	発表
	15分
	グループで抽出された課題の発表（3グループ）
	
	

	休憩
	10分
	
	
	

	改善策の検討
	40分
	今後、虐待を起こさないための取り組みの検討
	個人ワーク（10分）とグループ

ワーク（30分）
	・ワークシート（ワーク３））

（Ａ３に拡大したもの×グループ数）
・サインペン

・新聞紙

	発表


	20分
	グループごとに発表（４グループ）
	他のグループと異なる視点を発表する
	・ホワイトボード、磁石

	コメント
	20分
	ファシリテーターコメント
	良い点を発見する


	・解説

・ワークシート３．４

の記入例の配付


演習で使用するもの

· 資料集　　　　　　　　　　　　　　　・記入例
· Ａ３に拡大したワークシート　　　　　・サインペン、新聞紙、ホワイトボード、磁石（４ヶ）

演習にあたっての留意事項
· 個人ワークをし、その後グループメンバー全員で考えていく。

· 他のメンバーからの気づきを得る。
· 管理者、従事者それぞれの立場の違いを理解、共有する。













科目名　障害者虐待対応における管理者及び従事者の役割（演習）




















